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20→30 30→40 40→50 20→30 30→40 40→50
55－65 一2 0 2 一3 一6 一2
56－66 3 4 6 一10 一8 一8
57－67 4 1 10 一10 一9 一9
58－68 6 6 1 一15 一17 一6
59－69 0 2 2 一18 一16 一14
60－70 5 7 4 一8 一6 一　1
61－71 0 2 2 一8 一8 一7
62－72 10 8 6 一12 一14 一6
63－73 一11 一6 一3 一9 一9 一7
64－74 一2．5 0 0 一10．5 一’ T 一7
65－75 2 6 4 一18 一16 一11
66－76 1．5 4 一3 一9 一13 一8
67－77 2 2 6 一18．5 一14 、－ P2
68－78 4 5 9 一12 一7 一11
69－79 1 6 5 一8．5 一7 一7
70－80 10 9 8 一10 一10 一7
71－81 16 16 18 一14 一12 一14
72－82 7．5 4 6 一10．5 一10 一12
73－83 8．5 13 10 一7．5 一5 一11
74－84 11．5 17．5 7 一10．5 一7．5 一7
75－85 15 19 14 一11．5 一10 一10
76－86 11．5 7．5 11 一4，5 一7 一6
77－87 19．5 11 17 1．5 1．5 一2
78－88 1 3 3 7．5 2 1
79－89 5．5 2 3 9．5 1α5 9
80－90 4 3 5 9 5 4
81－91 9．5 10 7 一　1 3 1
82－92 一6．5 一〇．5 2 3 1．5 一1
83－93 一22．5 一12 一10 一　1 一9．5 一12
84－94 一1＆5 一17．5 一16 一8．5 一3．5 一4
85－95 一17 一9．5 一13 一3 一4 一3
平　　均 2．52 3．95 3．97 一7．13 一6．77 一6．13





























1960年 1965年 1970年 1975年 1980年 1985年
自　民 一2 一3 一3 一3 一2 一　1
社　会 3 4 1 2 0 一1
公　明 0 0 一1 0 1
民　社 0 0 1 0 0 一1
共　産 0 2 1 0 0




















































実　際 シミュレーション結果 実　際 シミュレーション結果
自　民
ﾐ　会
?@明
ｯ　社
､　産
44
Q5??
44
Q5??
57
P5??
57
P6??
出所：朝日新聞世論調査データ（各年最終データ）による。
ていない。
　また，1985年についても，シミュレーション結果は実際の支持率とほと
んど差が認められない。しいて差を指摘するとするならば，社会党支持率に
おいて，シミュレーション結果のほうが実際の支持率よりも1ポイント高い。
他党の支持率は，実際の支持率とシミュレーション結果は同一である。した
がって，朝日新聞世論調査データを分析する限りにおいて，自民党支持率に
対する高齢化効果は認められず，有権者の高齢化が社会党など野党に不利に
作用したわけでもないことがわかる。したがって，1965年から85年の期間
に関しては，世論調査における政党支持率分布に及ぼす高齢化効果はほとん
ど存在しなかったといえる。
おわりに
　政治学の科学化の一環として導入された計量分析は，とりわけ投票行動研
究の進歩に寄与し，いくつかの有力な理論を生み出した。しかし，それらが
普遍的な理論となりうるかといえば，疑問が残る。アメリカで1950年代の
データに基づいて政党帰属意識モデルが構築され，オーソドキシーの位置を
獲得するや，1960年代のデータにより，争点投票モデルが提唱されたのは，
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研究の“進歩”による理論や分析手法の進化の結果ではなく，アメリカの投
票者自身の“変化”によるものであった。したがって，計量政治分析による
理論化の意義は十分に認められるものの，時間と空間を超えて通用する理論
の構築は困難といわざるをえない。しかしながら，計量分析は理論の構築を
目的とする研究においてのみならず，歴史研究のアプローチとしても有効で
ある。この研究も55年体制に関する実証的研究のひとつとして捉えていた
だきたい。
　本稿では，年齢と政党支持という観点から，55年体制期の国民の政治意
識について検討を加えた。まず，先行研究を概観したうえで，考察1として
3つの仮説を設定し，各党の支持率データを時系列的に検討することによっ
て，仮説の妥当性を検証した。以下，各仮説についての結論を記す。
　仮説1：若年層は高年層に比して革新政党を支持する傾向があり，年齢が
　　　　　高くなるにしたがって保守政党（自民党）を支持する傾向がある。
　年齢階層別自民党支持率の回帰分析結果から，一貫して回帰係数が正の値
を示し，また決定係数も高いケースが多かったことから，この傾向はほぼ一
貫して認められる。また，革新政党の代表である社会党支持率に関しては
70年代中盤iまでは回帰係数が負の値を示していたが，60年代以降，回帰係
数の値や決定係数が低下する傾向にあった。社会党と同様に革新陣営に属す
る共産党支持率に関しても60年代中盤から80年代にかけて，回帰係数が負
の値を示していたが，1990年前後の中国天安門事件，東欧の社会主義政権
の崩壊，ソ連崩壊を経て，若年型のパターンは消滅した。
　仮説2：若年層は高年層に比して，新党に対する支持率が高い。
　仮説2は民社党・新自由クラブ・日本新党に関して当てはまる。ただし，
日本新党支持率に関しては70年代の新自由クラブ・ブームと異なる点もあ
る。70年代後半の新自由クラブブームに最も反応したのは20歳代であった
のに対して，1993年に日本新党支持率が大きく上昇した時期に最も反応し
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たのは30歳代であったという点である。これは，70年代よりも90年代に
おける若者の政治化の遅れが一因として考えられる。
　仮説3：若年層は高年層に比して既成政党の急伸のような時勢の影響を受
　　　　　けやすい。
　仮説3には，1960年代末から70年代前半における共産党支持率の上昇，
および1988年から1990年までの社会党支持率の上昇が該当する。いずれも
比較的若い年齢層が強く反応していた。
　考察Hとして，加齢による政党支持率の変化について検討を加えた。全体
として自民党は加齢によるプラス効果が認められる。ただし，自民党支持率
が大きく減少している時期は，若い層ほど加齢による自民党支持率の低下幅
が大きい傾向も認められる。
　考察皿として，新世代参入効果と人口高齢化効果の検討をシミュレーショ
ンにより行った。新世代参入効果については，自民党はマイナスの影響を受
けていた。一方，社会党や共産党は70年代まではプラス効果が存在したが，
80年代にそれは消滅した。また，1965年から85年データのシミュレーショ
ン結果によれば，人口の高齢化が全体の政党支持率に及ぼす影響（高齢化効
果）は，ほとんど存在しなかった。
　　　　　　　　　　　　　　　謝　辞
　データをご提供いただき，また使用をお認あいただいた朝日新聞社世論調査室に
深謝する。
　　　　　　　　　　　　　　　《注》
（1）　高畠通敏は，戦後日本という歴史的社会の政治意識の特質のひとつに「戦争
　　と敗戦，戦後の民主化，60年代の高度経済成長というめまぐるしい時代の変
　　化と均質的な教育やコミュニケーションという条件と結びついて，政治意識の
　　引照枠として世代がとりわけ自覚されること」と述べた。（高畠1976：107）。
（2）　政党支持態度の分析を行なった三宅一郎は，「政党支持の他の政治態度や投
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　　票行動に対する規定力は相当に強い」と述べる（三宅1989：123）。
（3）　最近の研究として，例えば平野（2007）がある。
（4）　政治的態度の発達モデルについてはジェニングス（M．K．　Jennings）とニー
　　ミ（R．G．　Niemi）が整理している（Jennings　and　Niemi　1981：Ch．2）。
（5）70年代後半から80年代にかけての保守化については様々な議論があるが，
　　イデオロギー・レベルでの保守化ではなく，生活意識レベルでの保守化（ある
　　いは保身化）という見解が多い（例えば，村上1984）。なお，朝日新聞世論調
　　査データでは，この時期に若年層の生活や政治への満足度が上昇しており，保
　　守化の背景が垣間見える（朝日新聞世論調査室1988：193－6）。
（6）55年体制期の選挙のトレンドについては，井田（1994）参照。
（7）　たとえば当時，朝日新聞政治部次長であった中馬清福が，この時期の社会主
　　義と社会党の混迷について論じている（中馬1981）。
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